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水道事業は、運営に必要な経費を、皆さんからい
ただく水道料金などで賄っています。
市は、経営の健全化を図るため、平成１３年度から
平成１６年度までの４年間の必要経費を想定して、平
成１３年７月に、平均１５．５８％の水道料金の改定を行
いました。
その後、事務事業の改善やＯＡ化への取り組み、
業務委託など事務事業の効率化を図り、さらには、
人件費の抑制など徹底した経費節減と効果的な事業
投資に努めてきました。
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問い合わせ
水道グループ（�◯８５ ５５０１）

ホームページ
http://www.city.noboribe
tsu.hokkaido.jp
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▲１，５３０５０，１８０５０，７５０５０，９５０５１，３３０５１，７１０５２，１００５２，６７２５２，９５１５３，３５０５３，５０８５３，６８２給 水 人 口
（人）

▲２０６４，１３０４，１６９４，２２０４，２７１４，３３６４，３８３４，４４５４，５２９４，５０２４，５２０４，６４４年間給水量
（千�）

▲３８，７７１７８２，１３５７８９，４３９７９９，０５９８０８，６７５８２０，９０６８４２，６２０８４３，５５０８６０，８２５８５５，７４４８５８，３５９８４２，３７３給 水 収 益
（千円）
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８３２，２３５８３９，５３９８４９，１５９８５８，７７５８７１，００６８９９，１８２９０２，１５２収　 入

収益的収支

７８２，１３５７８９，４３９７９９，０５９８０８，６７５８２０，９０６８４２，６２０８４３，５５０給 水 収 益
５０，１００５０，１００５０，１００５０，１００５０，１００５６，５６２５８，６０２そ の 他
８６９，２５８８６９，６１０８７０，４５２８７９，９４２８９０，７０５８９６，７６９８４７，４８８支　 出
１１８，４６８１１７，６０６１１６，９２２１１６，３３６１２３，４７４１１９，６４８１１２，３２４人 件 費
３１７，５２６３１１，３７６３０４，６８３３０４，８１４３０１，８９５２８４，１９０２８７，９９９減価償却費
１３１，９４０１３７，２１４１４２，９５３１５０，１１２１５５，３３６１６３，５１１１６６，５７７企業債利息
３０１，３２４３０３，４１４３０５，８９４３０８，６８０３１０，０００３２９，４２０２８０，５８８修繕費など
▲３７，０２３▲３０，０７１▲２１，２９３▲２１，１６７▲１９，６９９２，４１３５４，６６４単年度損益（純利益）
▲１２９，２５３▲９２，２３０▲６２，１５９▲４０，８６６▲１９，６９９累 積 欠 損 金
１９３，０００１５８，０００１６７，０００１０９，４００１７０，０００１６０，０００１８６，９１０収　 入

資本的収支

１９１，０００１５６，０００１６０，０００９８，０００１５５，０００１３７，０００１７９，６００企 業 債
２，０００２，０００７，０００１１，４００１５，０００２３，０００７，３１０そ の 他

６２３，８０７５７０，０４１５９６，００４５４９，３２１６０２，３４６５６８，４１５５６７，０３８支　 出
３６５，９０４３０９，８１０３３０，８５８２９９，７１４３８０，６４６３５５，９３９３４０，４９８建 設 改 良 費
２５７，９０３２６０，２３１２６５，１４６２４９，６０７２２１，７００２０７，４７６２２６，５４０企 業 債 償 還 金

０００００５，０００予 備 費
▲４３０，８０７▲４１２，０４１▲４２９，００４▲４３９，９２１▲４３２，３４６▲４０８，４１５▲３８０，１２８資 金 過 不 足 額
▲５５，２７５５３，７６３１７８，９６２３１２，９９３４３９，１９２５４２，９１１６１６，９１５補 て ん 財 源

６，８４６１３４，４９６２３６，７８７年 度 末 内 部 留 保 額
▲４８６，０８２▲３５８，２７８▲２５０，０４２▲１２６，９２８年 度 末 資 金 不 足 額

��������	
���� �������

���������� �����

収益的収支は、平成１７年度実績で純利益を確保し
ました。また、平成１８年度予算も、純利益を確保で
きる見込みですが、近年、給水人口の減少や低迷す
る経済情勢、節水意識の高まりなどにより、水需要
や給水収益（水道料金収入）は減少傾向が続くもの
と予想しています。
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今後、水道事業会計は、収益的支出の人件費や減価償却費、資本的支出の投資的経費や企業債償還金などに多く
の財源を必要としており、平成１９年度以降、正常な事業の運営が難しくなると見込まれます。
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市は、安全で良質な水の安定供給を行うという使命を果た
すために、浄水場や配水管などの水道施設を常に整備してい
かなければなりません。
水道事業会計は、これまで経営の合理化に努めてきました
が、試算では表２のとおり平成１９年度から収益的収支は赤字
になり、平成２０年度からは年度末資金に不足を生じると予想
され、財源確保が重要な課題となっています。


